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1. はじめに 

 兵庫県南部地震によって引き起こされた阪神・淡路大

震災の教訓を踏まえ、消防庁は「震度情報ネットワーク

システム」の整備を行った[1]。気象庁、防災科学技術研

究所、地方公共団体における既存計測震度計を利用しつ

つ、市町村毎に最低１台の計測震度計を配置されている。

これらの観測網により、計測震度を地震発生直後の数分

間で震度情報が得られる。例えば、2007年 7月 16日に

発生した新潟県中越沖地震では、新潟県内と長野県内の

各観測地点で最大震度 6強を観測した。震源に近い新潟

県内の柏崎市を中心とする地域では、多くの被害がもた

らされた。一方、長野県内では震度 6強を観測した飯綱

町内おいても強震域は限定的であり、全体の被害は震度

に比較して軽微なものに留まっていたことが事後の調査

で明らかとなっている[2]。 

 このように、地震発生の数分間までに気象庁より発

表される震度速報は、地震計設置点の震度を迅速に伝え

るためには有効であるが、地域としての震度を正確に伝

えることが出来ない側面がある。地震発生直後に、詳細

な震度分布を知ることが出来れば、その被害の全体像を

容易に把握する手掛かりになる。これまでも、地震発生

直後の迅速な被害把握を実現するために、県域レベルを

対象とした詳細震度分布推定と各地の被害推定システム

が検討されてきた[3][4]。本研究では、既に整備された震度

情報ネットワークシステムの震度情報を活用しながら、

地震計設置点以外での震度分布を迅速に推定するための

地震計の配置（最適配置）を検討する。 

2. 即時震度推定システムと本研究の解析手法 

地震発生後数分以内に震度情報ネットワークにより

得られる観測震度情報から、県域や県内の市町村レベル

の震度分布を数分単位の短時間で推定する。速報値によ 

って得られる震度情報は、各市町村において 1,2 地点に

限られるため、それ以外の地点の震度は地域メッシュ地

盤モデルによる地盤増幅率を勘定して推定する。これに

は、工学的基盤から地表面への地震動の変換係数[5]が有

効である。観測記録を工学的基盤相当に変換した後、距

離補間を行い、再び地表に引き戻して震度分布の推定を

行う（図-1）[6]。 

 既往研究では、長野県全域において観測点を多数設置 

 

図-1 即時震度推定の流れ[3] 

すると、面積ベースでの観測精度が高くなり、人口密度

が高い地域に設けるほど、震度曝露人口が正確にわかる

という結果が得られている。また、震度観測点の配置状

況により、補間により得られる震度分布が異なることが

分かっている。この結果を参考に、本研究では既存の震

度計に加え、小中学校・消防署・市役所を配置地点とし

て変化させながら最適配置を検討する。検討には 500m

メッシュの人口密度と、500m メッシュ毎の地域メッシ

ュ地盤モデルから得られる地盤増幅率を用い、強震動予

測法（EMPR）[7]により、想定地震（M6クラス）の入力

に対して即時震度推定システムと同様の流れによって、

震度曝露人口を計算する。想定地震は、研究対象地域に

影響を与えると予想される断層帯 3 箇所（case1,2,3）を

検討する。 

3. 研究結果 

前項の解析手法により、長野市において case1（信濃川断

層帯）、case2,3（糸魚川静岡構造線断層帯）、松本市にお

いて case1（糸魚川静岡構造線断層帯）、case2,3（境峠神

谷断層帯）の結果を得た。500ｍメッシュの震度計配置パ

ターン（case100,200,300-all）の震度曝露人口（本研究に

おいて、最も正確である正解と仮定）と比較を行った。

シミュレーションの結果、長野市では case1 に関しては

case105、case2,3 に関しては case204,304 が最適配置であ

ることが分かった（図-2）。松本市では最適配置（19 地

点）と全メッシュについて比較を行い、配置が最適であ

ることを確認した（図-3）。しかし、case2,3では case1と

比べ精度が少し悪いことも確認できた。 
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図-2 長野市における地震ごとの震度曝露人口比較 

 

将来、さらに細かいメッシュ間隔、人口分布、地盤モ

デルを知ることができれば、より経済的な震度計配置や

正確な震度曝露人口を得られることが考えられ、精度の

高い震度計配置を見つけることが出来る可能性がある。 

4. 今後の課題 

 既往研究に続いて諏訪湖周辺の震度センサーネットワ

ークの最適配置を検討する。諏訪湖は糸魚川―静岡構造

線断層帯の南側の真上に位置しており、諏訪湖周辺では

今後大きな地震が予想される。岡谷市、下諏訪町、諏訪

市では市町村毎に地盤の揺れやすさマップなどの地震防

災マップの作成がなされている。これを活用するととも

に、これから起こるであろうと予測される、マグニチュ

ード６クラスの自治体レベルの中小地震のシミュレーシ

ョンを行い、特に糸魚川―静岡構造線断層帯の南側の部

分の地震に対する詳細な震度分布推定が行うことができ

る地震計配置を検証する。 

 

 

 

図-3 松本市における地震ごとの震度曝露人口比較 
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